
国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ（SAICM）関係省庁連絡会議 
第９回会合 議事要旨 

 
 平成 24 年２月 16 日（木）16:00～17:00 
 中央合同庁舎５号館共用第９会議室 

 
 
１．出席者（代理出席を含む） 

内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）付参事官（グリーンイノベ

ーション担当） 
外務省国際協力局地球環境課長 
財務省大臣官房総合政策課政策推進室長 
厚生労働省医薬食品局審査管理課化学物質安全対策室長 
厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課長 
農林水産省大臣官房環境政策課長 
経済産業省製造産業局化学物質管理課長 
国土交通省総合政策局環境政策課長 
環境省総合環境政策局環境保健部環境安全課長 

 （オブザーバー） 
消費者庁消費者政策課  

 
２．議事 
（１）ＳＡＩＣＭ関連の国内外の動向と今後の予定について 

事務局より資料１－１「ＳＡＩＣＭ関連の国内外の動向と今後の予定について」及び資

料１－２「化学物質と環境に関する政策対話について（案）」について説明があった。資

料内容について質疑応答が行われた後、資料１－１については、意見がある場合は会議後

１週間までを目途に、関係各省から事務局にコメントを提出することとされた。 
 

（２）非意図的にＰＣＢを含有する可能性がある有機顔料について 
経済産業省より資料２－１「非意図的にポリ塩化ビフェニルを含有する可能性がある有

機顔料について」について、厚生労働省より資料２－２「非意図的に PCB を含有する可

能性がある有機顔料に関する厚生労働省の取組について」、また環境省より資料２－３「非

意図的に PCB を含有する可能性がある有機顔料に関する環境省の取組について」及び資

料２－４「非意図的に PCB を含有する可能性がある有機顔料に関する関係省庁の取組一

覧表（案）」について説明があり、資料内容について質疑応答が行われた。 
 
（３）その他 

農林水産省の課名の変更を反映した設置要綱の改定案が了承された。また、次回の連絡

会議は、本年５月頃を想定しているが、具体的な日時は改めて調整することとなった。 
 

 


